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山本信章

最適な人工呼吸管理を目指す際に最も注目され

るのは、いかに患者さんの病態に合わせた呼吸モー

ドや設定等を行うかであって、吸入気の温度や湿度

の設定に関しては、なおざりにされているように思

われる。 厚みのある呼吸療法関係の成書でも、吸

入気加温加湿について記述されているページ数はご

く僅かでしかないものが多u、。 しかし人工呼吸器

の細かい設定方法と同程度のウエイトが加温加湿に

ついての記述も必要であると思う。

一昔前までは加温加湿器のチャンパー温度は「手

で触れて人肌くらいが適温Jとされていた事もあり、

現在でもそう思っている方々もいるようである。 そ

の後、口元温度 32"C~34'Cが良いとされていたが、

最近では口元(実際はYピース)温度 39'C、チャン

ノ〈ー温度 37"C~41'Cが推奨されている。 この設定

は以前に比べるとかなり高温の設定であるが、 y-

ヒ。ースから気管内チューブ先端聞で3~4'Cの温度

低下の存在が確認された現在では納得できる設定で

あると言えよう。

湿度に関しては従来、 f吸気回路内墜にうっすらと

水滴が着く程度jが良いとされてきた。 がそれは

吸入気の温度の測定が容易であるのに対し、湿度の

測定は難しかったために、このような表現になった

のであろう。 この場合、吸気回路先端までの関の

温度低下で相対湿度は 1∞%であるが、結11する事
により絶対湿度は低下している。 そこでヒーター

ワイヤーを使い、温度低下に起因する結露を防止す

る事で絶対湿度の低下を抑える事ができるようにな

った。 同様の理由から、結露によって引き起こさ

れる回路閉塞等も少なくなった。 ISOやANSIの

吸入気絶対湿度は却mW'L以上とされているが、体

温を 37"Cとした際の相対湿度 1∞%時の絶対湿度は

4金ng/Lである。 しかしながらMR410ではダイ

アルを最大の“9"に設定しても気管内チューブ先

端での絶対温度は32mgIL程度しか得られなハ 一

方MR730ではヒーターワイヤーによって口元温度、

チャンパー温度を別々に設定する事ができるので疾

の性状等を観ながらチャンパー温度を口元より高く

設定する事で相対湿度 1∞%を実現できる。 しか

し、いずれの加温加湿器も操作者自身が温度を設定

しなければならなb、。

最近フィッシャー&パイケル社から新登場した加

温加湿器MR850は従来の加温加湿器とは少々異な

っている。 操作者が設定しなければならない所は

電源スイッチの on-o笠を除けば、気管内チューブな

のか NIPPVマスクなのかの選択スイッチの1カ所

のみである。 温度設定は画定で、Y ピース部4O'C、

チャンパー出口部 37"Cとなっていて、 MR730の推

奨設定よりも高い。 通常の人工呼吸器の設定であ

れば、気管内チューブ先端部で温度 36.6:tO.佃℃、

絶対湿度 41.5:t1.79m品、相対湿度 95.9:t3.91%

を得ることが出来る。 もちろん、初期流量の高い

PCV でも同等な性能を発揮する。 これは温度

センサーにフローセンサーが組み込まれていて、流

量によってヒーター温度をサーボコントロールして

いるためである。

このように簡単かっ容易に吸入気温度湿度の良好

な条件を設定することが出来る加温加湿器は今まで

に無かったように思う。 しかし一番の弘曜は4O'C

という吸入気温度設定が従来の温度設定に固執する

人々に容易に受け入れられるかどうかであろう。 私

の施設でも当初は 32"C~34'Cの設定であったが、現

在では MR730を中心に使用しYーピース部温度

39'C、チャンパー温度4O~41'C設定となっている。

この設定にしてからは全身水分バランスがドライサ

イドでない限り、療の粘調度が低下し、薬液ネブラ

イザーの使用頻度も減少した。 もちろん気道熱傷

等の事故は1例も発生していない。
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フィッシャ &パイケル社製

[~]I~@~@ W_~-恒川温語
最適な加温加湿

患者に最適な加温加湿ガスを送気することにより、

分泌物の除去作用を維持し、ガス交換の効率をあげ、

感染の危険を抑えることがでできます。

シンプル
・パネルには操作ボタン3っと警報表示のみ。

・気管内チューブモード‘とマスクモードのいずれ力主を

選択。本体が自動的に加温加湿レベルを調節 0

・一目で分かるセットアップインジケータ。

・接続を容易にした、コネクタ類の色分け。

安全
・患者へ流れるフローを感知し、自動的に加温

加湿レベルを調節して結露を抑えます。

・加温加湿チャンハーが空の状態で作動していな

いかを感知します

高性能
・最新のアルコリスムの採用により、温度と湿度

をモニタリンクします。不要な警報が発生するこ

となく加温加湿の最適化を行います。

理想的な加温加湿システム
・患者の加温加湿を最適化

・信頼性と安全性

・取り付けが簡単

フィyシャー&Hイケル社は新しくMR850加温加湿器、
MR290自動給水式チャンバ一、ディスポーサーブル呼吸

回路の組み合わせにより、患者に最適な加温加湿を

提供します。
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